
外国人技能実習制度に関するアンケート結果について 
 標記について以下のとおりご報告いたしますのでご確認ください。 

 

記  
 

◆実施日  平成29年9月2日(土) 

◆回収枚数 54枚(うち有効枚数49枚 ※47都道府県青年部会中 46青年部が回答) 

◆アンケート結果  

①外国人技能実習制度を知っていましたか。 

 

②①の質問で「はい」を選択した青年

部で、当該制度で電気工事を認可させ

るための事業活動の有無について 

 

 事業をしている青年部会：１ 

 

③具体的な活動内容について 

 事業内容：日本電設協会を通じての 

       陳情 

 

 

 

 

④その他意見等 

 電気工事が簡単にできるようになってしまうと工事価格の下落につながらないか不安がある。事故が発
生した時には電気工事のイメージだけが悪くなってしまう。第二種電気工事士の資格は最低限習得して

もらいたい。 
 事故・事件等の増加が心配。 
 個人的には外国人技能実習生に電気工事をやらせることは難しいと思う。電気工事士でなくても作業が
可能な手元作業が中心になると思うが、制度の性質上、技術習得を目的としてもうまくいかないと思う。 

 外国人労働者には興味があり仲間内では、基礎職・鉄筋工・大工等の外国人労働者がいるのに、なぜ電
気工事にはいないのか等の話しをしていました。資格の問題等があるのはわかりますが、当組合には外

線専門の会社があるので、一旦そこに入れて見習いをさせてから組合員の会社で 3～5 年育てて国に帰
らせる制度がないかと色々な人と相談しておりますが、実現していない。 

 長期で仕事をしてもらえればいいが、短期では困る。 
 どのような方法で認可を受けるのか。 
 電気工事は資格や仕事内容が難しく、よほどの能力やコミュニケーション力が問われるので、難しい。
外国人は脱走や犯罪も多いと聞きます。 

 現場内でも外国人を見かけることが多くなっているので、電気工事にもこの制度が追加されれば人材不
足が多少は緩和されると思います。 

 ある程度の日本人とのコミュニケーション能力としっかりとした技術があれば外国人でも問題はないの
で応援したい。 

 人口減少による人材不足は近い将来必ずやってくる問題です。素晴らしい取組みだと思います。協力さ
せていただきます。 



 外国人が何年働けるのか。技術を覚えたころに帰国とならないのか。住宅メーカーの工事など簡易的な
作業は良いが、工場や高圧工事など元請工事の場合は責任を取るのが怖い。 

 業界をあげて取り組んでもらいたい。 
 日本の技術を少しでも誇り・匠・魂を世界に広めてもらいたい。 
 人口減少に伴い、労働者の確保が困難になっていくかと思われますが、外国人実習生の受入れに向けた
活動もしつつ、提言書にそった青年部組織改革が急務だと思います。 

 制度の内容を詳しく知りたい。 
 人材不足における海外から人材を受け入れることは他職種では知っておりましたが、建設業もすべての
業界が人材不足の状況です。非常に気になるところ。 

 未就労の日本人にとうやって働いてもらうかの検討が先だと思います。 
 電気工事は他の建設業と違い、国で電圧や仕様が違いすぎ、外国人への技術指導は国内だけのものにな
るのでは。 

 人材不足はこれからも課題になるかと思います。情報があれば教えてもらいたい。 
 受入態勢に関する問題点。問題に対する取り組み等、機会があれば教えてもらいたい。 
 何かしらの情報発信や協力できることがあれば対応したい。 
 

 

 


